


































































































































































のになり，亡命から 11 年目に帰国の途についた。ペイシストラトスは 54 歳，
息子のヒッピアスは前 560 年生まれということだから 14 歳である。
　マラトンとその周辺は，もともとペイシストラトス一門の地盤のひとつで
あった。






20）。（ヘロドトス『歴史』巻 1 の 60）
ここマラトンの地で体勢を整え，アテナイ軍を破ってペイシストラトスは
僭主の座に返り咲いた。そういう意味で，マラトンの地は，縁起の良い場所な









































































































































































































































































53）。（ヘロドトス『歴史』巻 6 の 109）

































































61）。（ヘロドトス『歴史』巻 6 の 113）






















































離が 8 スタディオン（およそ 1500m）になった時に，「アテナイ軍は進撃の合
図とともに駆け足でペルシア軍に向かって突撃した（
68）」と書いていることで









いのは，1973 年に 10 人の体育大学の学生を使って行われた実験の結果である。
学生に 6.8kg の装備と 4kg の盾をもたせた状態で隊列を組ませ，1,600m の距
離を走らせる実験が行われた。その結果は，誰一人として盾を胸の前に構えた
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